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ζ
一

落
ル
掌
焚
く
け
む
り
の
か
げ
に
ほ
の
見

え
て
垣
根
に
赤
き
寒
薔
薇
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

今
も
残
る

」
0
日
縛
禽
ご
祭
り

　
町
肉
で
は
寺
迫
と
八
重
原
で
し
か
行
な

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
「
お
日
待
ち
」
。

　
寺
迫
で
は
日
替
の
十
弓
十
コ
ヨ
の
夜
か

ら
．
お
ヨ
待
ち
宿
と
い
わ
れ
る
民
家
に
地

区
の
方
た
ち
が
集
ま
り
、
暁
酌
を
飲
ん
芝

り
ご
馳
走
を
食
べ
た
り
し
て
夜
を
舅
か
4

ま
す
。
夜
が
覗
け
お
［
コ
咲
が
頻
を
土
す
年

断
引
⊥
八
哨
工
濁
申
‡
．
店
旧
　
＼
　
八
不
古
画
〕
　
姻
却
ρ
」
⊥
山
ア
」
中
《
）
［
＝
庫
小
P
」

｛
］
、
か
つ
て
柏
手
を
打
↑
⊇
コ
物
に
毒
み
を
三
」

え
る
太
場
に
感
謝
の
意
を
嘩
げ
ま
す
。

　
そ
れ
が
終
る
と
△
2
蔓
は
壱
の
＋
；
－
よ
罫
ま

き
つ
行
な
わ
η
ま
す
。
み
心
な
ま
盆
つ
↑
こ

勤
－
を
、
“
つ
．
は
、
一
持
っ
て
「
天
竺
⊃
春
三
貨
ひ

ゼ
r
し
方
、
」
や
ギ
・
な
…
一
慧
ど
．
こ
、
“
ゾ
な
つ

、
つ
朝
△
艮
の
侍
つ
又
「
三
＝
⊃
家
へ
と
三
＝
：
二

［天

ﾁ
て
∵
き
ま
す
。



辮8ご’う②■

　　　　　　　　　　　　　　　　こ　し　　　　

みるさとの産業と文化が

〃
σσ

りどっき騨診

第12回

東
郷
町
産
業
文
化
祭

簿
㍗
髭謄

⑲

り←㌃

B
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今
年
で
十
二
回
目
を
迎
え
た
東
郷
町
産
業
文
化
祭
は
、
十
一
月
五
日
と

六
日
の
両
日
役
場
周
辺
を
会
場
に
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
産
業
文
化
祭
は
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
公
民
館
対
抗
歌
合

戦
に
変
わ
っ
て
「
み
や
ざ
き
落
語
会
」
が
目
玉
と
し
て
開
催
さ
れ
た
ほ
か

囲
碁
大
会
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
な
ど
が
新
し
く
盛
込
ま
れ
、
ふ
る
さ

と
で
収
穫
さ
れ
た
農
林
産
品
や
、
各
ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
か
ら
出
品
さ
れ

た
美
術
品
、
工
芸
品
な
ど
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
た
中
央
公
民
館
を
は
じ

め
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
終
日
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

憲φ
　識4

無
覆

　
「
み
や
ざ
き
落
語
会
」
は
県
立
芸

術
劇
場
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
古
典
落
語
の
大
御
所
古
八
ユ
景

志
ん
朝
を
は
じ
め
日
向
市
出
身
の
桂

歌
題
ら
が
出
演
し
、
昼
の
部
、
夜
の

部
の
二
部
構
成
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
】
流
の
話
し
家
の
落
語
が
地
元
で

聞
け
る
と
あ
っ
て
、
会
場
の
文
化
セ

ン
タ
ー
に
は
公
演
が
待
遠
し
い
多
く

の
落
語
フ
ァ
ン
ら
が
開
演
前
か
ら
お

と
ず
れ
、
お
待
ち
か
ね
の
真
打
ち
登

場
に
な
る
と
、
明
快
で
歯
切
れ
の
い

　
い
語
り
に
み
ん
な
引
き

　
込
ま
れ
る
よ
う
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
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8
…睦

多
く
の
出
品
物
の
中
か
ら
見
事

　　

@　

D
等
級
を
受
賞
さ
れ
た
方
々

〔
農
林
技
術
賞
〕

○
個
人
の
部

畜
産
部
門
一
黒
木
國
寛
（
寺
）

　
　
　
　
三
浦
　
定
（
坪
）

野
菜
部
門
1
黒
木
　
萬
（
迫
）

林
業
部
門
　
三
浦
観
光
（
田
）

o
特
別
賞

養
蚕
部
門
一
－
塩
月
　
東
（
鶴
）

椎
茸
部
門
　
谷
ロ
カ
ネ
子
〔
田
）

〔
農
林
産
品
等
〕

O
野
菜
の
部
優
等

川
野
幸
伸
（
迫
）
・
川
口
末
弘
（
福
）

寺
原
洋
子
（
坪
）
・
海
勤
照
子
（
坪
）

黒
木
美
重
子
（
迫
）
・
横
山
隆
子
へ
仲
）

野
田
サ
エ
子
（
迫
）

O
繭
の
部
優
等

高
尾
廣
光
（
福
）

o
果
樹
の
部
優
等

橋
口
清
子
（
寺
）
・
清
水
辰
夫
（
仲
）

○
茶
の
部
優
等

前
川
マ
ス
ミ
（
仲
）

o
穀
類
の
部
優
等

鈴
原
ハ
ル
子
（
鶴
）

o
椎
茸
の
部
優
等

佐
藤
シ
ゲ
子
（
迫
）

o
家
庭
菜
園
の
部
優
等

鈴
原
丑
松
（
鶴
）
・
黒
木
初
子
（
寺
）

O
農
産
加
工
の
部
優
等

井
本
ミ
チ
ヱ
へ
羽
）
・
高
山
俊
美
（
八
）

〔
高
齢
者
作
品
展
〕

o
手
芸
・
工
芸
品
優
等

仁
田
清
志
（
福
）
・
海
野
キ
ク
エ
（
寺
）

〔
寒
蘭
展
）

o
特
別
賞
〔
青
花
（
無
点
）
〕
田
邊
雨
曇
（
福
）

優
　
勝
〔
紅
花
〕
柏
田
和
登
（
鶴
）

〃〃〃〃 〃　　〃

〔青
L
点
）
〕
黒
木
上
農
夫
（
寺
）

〔更
ｳ
点
）
〕
黒
木
正
弘
く
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

〔更

L
点
）
〕
岩
見
次
夫
（
鶴
）

〔
白
花
〕
岡
村
増
義
（
坪
）

〔
特
花
〕
岩
見
次
夫
（
鶴
）

〔
覆
輪
〕
甲
斐
拓
蔵
（
福
）

〔
囲
碁
大
会
〕

優
　
勝
　
矢
野
　
望
（
坪
）

準
優
勝
　
鶴
田
浩
明
（
越
）

唖

』㍉ミ

　ち智
ちや

誰

懸▲寒蘭展示コーナーは会場いっぱ
　いに上品な香りが漂っていました

・、

j
ゼ

》
・

護麟

レ
初
め
て
開
か
れ
た
囲
碁
大
会
は
囲
碁

　
愛
好
家
十
一
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

　
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
か
け
て
の
熱

　
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

＜
樹
種
当
て
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で

　
は
正
解
者
わ
ず
か
八
人
と
い
う

　
難
問
ク
イ
ズ
で
し
た

＜
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
で
は

　
買
い
手
が
儲
け
た
の
か
、
売

　
り
手
が
儲
け
た
の
か
…
？
・

畢藷

、
翠

＜
会
場
に
ま
か
れ
た
も
ち
は
四
一
分
だ
っ
た

　
そ
う
で
す

鳳
固覧廻騒
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　　　　　　■謂8ごり⑤

日本人は自分の健康・他人の健康を考えているんでしょうか…！？

皆さんはアメ1リカ人や、アイ、レラント：人があま」つタ1コ

を吸っていな：ジ．なんて案じてな∵で」よう？

劇えば西洋の…曳亘の中で2ずといってい．い程ク．這を吸

き　う男女が現れ．その為アメノ1画人とかブイ㌧ラン冥人が明

暮ダセ轍って∴るイメづと・それが矯サマ．こなって

㌶　いてカッコいいというイメージがあるようです。イメージ
角　とはうら1はらに、アイルランドではタバコを吸うことはカ

1濃叢窯塑菱翌毒ゴξ1：誘毒ぱ
渉

　　エイズより心身に害を与えるという見方もある程です。喋
箸　　アイルランドではレストランや空港など公共施設の：まと
垂　んどが禁煙です。そしてアイ、1レランド法律によって、クだ

芝　］会社がテレビやラジオ・新聞などで宣云五告をするとき

撃　は「健康に悪い」ということも言わなけ’ればなりません。

き　私が初めて躰脈て驚いたことの一つに．日本人の喫

5　煙の多さが挙げられます。レストランや喫茶店＼パー、駅，
》

　　パス停、職場…等々。〔．＼たるところで喫煙者がiヨにつき、素　　どこ「こ行ってもクパコの煙から逃げられないのです。また，

毫誕嫡子讐『熱感署i毒藩自書警整
誌　　1契煙はあまり昼ま）くなく、みっともないと思われてい

、　　ます。現にアイ！レランドの女珪で喫煙する人はほとんどい

　　ません。

新幹線に乗るたびこ禁煙席でさえクパコを吸っている人　蓬

をよく貝かけ鵡丑はとても思・綱のある人が多蒙

．、のにこういう姿はちょっと首をか」げてしまいます。　　南

五のタバコを吸われたら埼りの人はその野分を吸ったこと　雲

　　　　　　　　　　　　　　　　ロごじ：こなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢

何故タバコを吸うのかと．う質習をし芝ところ、まとん　葬

当霧み果ス聴講華言影∵凄
　　　　　　　　　　　　　　　　ヒて汗を流すとしうことをす慰もつと・いのこ…．　薪

これから1はクバ＝を吸う詩，回り：こ座って．、る忘の気持　済

ぢを考えてくださいネ／　　　　　　　　　　　　　　　謬

純罵懸靭覧
獅四千級轟姻」騨留∴・・y卜《’亨上議r・鉛爵w書’孫脇唖．虻， ・評晒蝋隔甑瘍禰麟，．・・瓦轡

葺

鳶
駕
箋
8

州
ら
《
ノ

ハ、
㌧

鴨
う

㌧
6
一粥

“
東
郷
町
史
”
編
さ
ん
作
業
占

　　

@　

@
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

　
私
達
の
町
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら

東
郷
町
史
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
町
史
と
は
私
達
の
町
が
生
れ

た
大
昔
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
の

歴
史
を
書
い
た
も
の
で
す
。
私
達
の

町
で
は
先
に
大
正
五
年
か
ら
昭
和
五

卜
四
年
に
か
け
て
、
町
誌
を
作
っ
て

発
行
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
郷
上
の

歴
史
を
詳
し
く
調
査
し
た
も
の
を
「
町

史
　
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
下
水
流
、
赤
松
、

樋
田
遺
跡
を
発
堀
し
た
住
居
跡
や
土

器
等
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
八
重
原
の
庄
屋
跡
の
占

い
書
類
、
坪
谷
か
ら
出
た
田
畑
高
慮

帳
〆
と
い
っ
た
と
て
も
珍
し
い
内
容

を
発
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
町
史
編
さ
ん

　
そ
こ
で
町
民
の
皆
さ

願
い
が
あ
り
ま
す
が
、
…

の
家
に
昔
か
ら
の
古
い
　

の
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
．

な
小
さ
な
も
の
で
も
結
…

か
ら
、
町
中
央
公
民
館

あ
る
町
史
編
さ
ん
室
に

て
く
だ
さ
い
．
、

　
こ
の
浄
福
瀬
平
野
武
・

宅
で
、
東
郷
学
報
第
＝

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
・

四
十
四
年
前
昭
和
二
十
．

月
十
日
に
初
め
て
東
郷

発
行
さ
れ
た
の
で
す
。
一

ん
は
四
十
五
年
間
こ
の
　

保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
・

の
様
に
皆
さ
ん
の
家
庭

㌃
疵
弛

　
　
　
咳
き
が
国
・

旋
ら
し
査
『

撒
筆
騨

に
い
世
た
に
、
八

室んさ編史町一

延
れ
三
際

藤
さ
9
た
《

若
贈
正
れ
（

の
立
大
さ
・

内
へ
は
施
（

野
室
れ
実
わ

鶴
ん
こ
て
・

　
さ
　
　
め
湘

さん室へ寄贈された「ふろしき」。　んい年のめ昭ま村瀬
これは大正9年に国勢調査がはじ　のた間でて和し報平

めて実施・れた三一韻に国か・製滞駈な難
配られたもので・今ではたいへん貴　です村平村五山号士

　　　　　　　　　　昔。団団報年かをさ重な品物です。

中央部には第一回国勢調査汰正窒・をさが五ら見ん
九年十月一日と印刷されてあります。　寒

ロ

『
箪

．
繭

も
の
等
で
、
珍
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
ら
ど
ん
な
小
さ
な
物
で
も
よ

い
で
す
か
ら
、
町
史
編
さ
ん
室
へ
と

ど
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
と
ど
け
る
こ
と
が
出
来
な

い
大
き
い
物
の
時
は
、
編
さ
ん
室
か

ら
い
た
だ
き
に
参
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
電
話
連
絡
は
役
場
に
か
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
つ
な
が
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す

し
ま
す

芦
携

　
三
役
以
外
の
会
員
は
次
の
方
々
で

す
．
、
（
敬
称
略
）

幹
事
　
黒
田
為
正
（
田
野
）

〃
　
前
川
浩
規
（
時
仏
）

会
員
　
池
北
　
宏
（
小
野
田
）
、
　
岩

即す　し男ん
事C冷たさ 「

東
郷
町
駐
在
所
連
絡

　
　
協
議
会
」
の
発
足

　
　
会
長
に
黒
木
三
郎
さ
ん

　
東
郷
・
坪
谷
の
両
駐
在
所
で
は
、

地
域
安
全
活
動
に
住
民
の
皆
様
と
一

緒
に
な
っ
て
昼
夜
努
力
し
て
い
ま
す
．
．

　
火
災
予
防
や
交
通
事
故
防
止
、
更

に
は
防
犯
活
動
等
い
ず
れ
も
私
た
ち

の
知
識
と
資
料
を
で
き
る
だ
け
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
に
伝
え
”
明
る
く

住
み
よ
い
東
郷
町
”
作
り
に
役
立
つ

こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
発
足
し
ま
し
た
「
東
郷
町
駐

在
所
連
絡
協
議
会
」
は
、
こ
れ
ま
で

に
増
し
て
地
域
住
民
と
警
察
の
協
調

体
制
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
い
う
目

的
か
ら
組
織
化
し
た
も
の
で
、
各
地

区
の
有
識
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

去
る
十
月
二
十
日
（
木
）
に
町
内
で
総
会

を
開
催
し
、
会
長
に
黒
木
三
郎
さ
ん

（
小
野
田
）
、
副
会
長
に
東
村
吉
市
さ

ん
（
小
野
田
）
、
事
務
局
長
に
土
田
孝

男
さ
ん
（
小
野
田
）
が
選
任
さ
れ
ま

r
　
P
　
一
G

　
な
お
．
士

置
自
転
車
・

放
置
・
力
記

こ
と
に
な
n

　
警
察
署
（

り
変
更
さ
幽

　
（
十
一
ロ

ー。

{
部

　
防
犯
部
－

　
防
犯
少
生

乞
警
察
署

　
防
犯
少
左

　
警
察
官
滞

　
　
街

う
吻

響
動

つでなんみ

地域の安全は、私たちの手で

　毎月15日は

地域安全の日

年
課
↓
生
活
安
全
課

派
出
所
↓
交
番

↓
生
活
安
全
部

年
課
↓
生
活
安
全
企
画

署
の
組
織
名
称
が
次
の
と
お

さ
れ
ま
し
た

一
月
↓
日
か
ら
）

見
次
夫
（
鶴
野
内
）
、
海
野
洋
文

（
坪
谷
）
、
佐
藤
正
行
（
迫
野
内
）
、

田
邊
伊
三
郎
（
鶴
野
内
）
、
寺
原

勝
（
坪
谷
）
、
高
山
修
（
八
重
原

中
里
定
幸
（
越
表
）
、
藤
井
義
久

（
羽
坂
）
、
山
田
緑
般
（
福
瀬
）

な
お
、
本
会
で
は
十
二
月
中
に
放

自
転
車
・
放
置
バ
イ
ク
（
長
期
間

置
・
カ
ギ
無
し
）
の
一
掃
を
行
う

と
に
な
り
ま
し
た
。

ユ
三

三

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

回

自宅で「酸素療法」町立病院が実施

械
な
ど
の
点
検
は
、
メ
ー

か
ら
定
期
的
に
実
施
さ
れ

ヵ　すを　行れか型　け生で酸しけ達が題下はう重しな来す屠れるのあで
1機． �ﾙ器嘉1蒙搬覆輪董雛鶴1毒醤

す
る
と
き
は
、
小

ン
ベ
を
手
押
し
車

ダ
ー
バ
ッ
ク
に
入

れ
ば
ど
こ
へ
で
も

出
来
ま
す
。

在
宅
酸
素
療
法
し

で
実
施
し
て
い
ま

K
く
耳
に
す
る
言
葉

法
．
一
と
い
う
言
葉
が

凋、

ｱ
れ
は
、
自
分

廿
が
ら
病
院
で
受
け

凹
じ
治
療
を
受
け
ら

・
す
。
今
、
医
学
は

レ
く
進
歩
し
て
い
ま

ゆ、

@
内
で
し
か
出

尾
治
療
が
、
家
に
い

牛
る
よ
う
に
な
り
ま

り
一
つ
が
「
在
宅
酸

・
す
。
こ
の
治
療
を

賎
ば
な
ら
な
い
人
達

臥
で
肺
の
機
能
の
低

・
、
慢
性
肺
気
腫
の

〃
で
呼
吸
す
る
こ
と

A
達
で
す
。
こ
の
人

け
病
院
に
入
院
し
な

曝
が
で
き
ま
せ
ん
で

処
在
で
は
空
気
中
の

…
す
る
機
械
を
使
っ

に
常
者
と
変
ら
な
い

・
な
が
ら
治
療
が
受

O

利用者の向かって右側にあレ

るのが酸素濃縮器、左手に握

っているのが手押し車に装備

した携帯用酸素ボンベ。

・．榔．、
ノゐ！！　5、＼・

　　ノ”ノゐ’〃べ

勘・
B

る
ほ
か
、
医
師
が
往
診
に
行
き

ま
す
の
で
安
心
し
て
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
肺
の
疾

病
は
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
治
療

も
進
歩
し
て
参
り
ま
し
た
。
当

院
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
遅
れ

を
と
ら
ぬ
よ
う
、
在
宅
酸
素
療

法
を
は
じ
め
、
で
き
る
限
り
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



■　
⑤」8鞘

⑨◎灘まち6アルバム
＼長迫木材加工団地施設用地

　　造成2期工事始まる
10月25日曝1

　平成5年度から7年度までの3三年計画で造成することに

なっている長迫木材加工団地施設用地の第2期造成工事の起

工式が行なわれました一

　今回の工事は福岡県小郡市にある陸上自衛隊第9施設群が

担当することになり、式には第9施設群長をはじめ自衛隊の

関係者や県の林務関係者及び耳月1林業振興協議会関係者ら約

70名が出席して行なわれました．

亙－－］［－－－－－「■－皿【■＝＝］【－夏一【■＝■r】【コロ［r【－互＝－－］］コ【－．互夏■－】［一．■■蓋－】＝［r】【翼茎u］【－－【皿■翼

第1回新婚カップル情報交換会
　　　　7牧水公園ふるさとの家一
10月30日日

　町内にf已んでいる結婚5年未満の夫婦15組と地区後継者対

策協議会委員（結婚相談員）22名が集う、新婚カップル情報

交歓会が今回初めて開催されました。

　これは、それぞれのカップルから結婚に至るまでの馴れ初

めやエピソード、またこれからの抱負などを語り合っていた
だき、今後の町内の後継者確保につなげて行こうという目的

から開催されたもので、出席したカップルからは活発な意見

や要望が出され、特に町外から嫁いでこられた若い奥さんか
らは「友達をたくさんつくって東郷町民として頑張りたい」

「子どもをたくさん産みたい」などといった頼もしい抱負も

きかれました。

－］［X］［－】⊂－】＝r：【－］［一】【－．ーコ［【コ［＝コ【■ーコ［【】【＝【■＝【】r－r－璽＝【茎＝＝三τロコ【■一■　　一三一．　＿玄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第り6回町内小学校合同運動会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一町総合グラウンドー

騒　・・㌧　　　　　　　　　　　　：コ胆コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫帆　　　，　文化祭行事の恒例行事ともなっている町内五つの小学校の

　　や　”　凝r　冨　　一覇．．　蓮3窯騨　　輪　　：　合同運動会が秋晴れの下、今年も盛大に開催されました。

＝ご二．…襲一国四一・・．離。薩峠㍉・の大会は5・・年生を対象・・体力の向上・親睦を図・

　　　　　　　　一肥ま望一『鞭墾碧弩：孟主監器1騰1鵬1鑑：今年は5年生100名・6

へし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　開会式頃はまだ朝の肌寒さが残っていたようでしたが、競
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技に入ると気温の上昇と同時に児童たちの熱気もぐんぐん高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まり、種目が終る毎に児童の額からは、精一杯力を出し切った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを表わす爽やかな汗が秋の日差しに輝いていました．

－－】「－－㎜】［m－－－r【：【－■■皿］－－■－■互L【【r互翼．■－－－rrr璽■一rr】【■五－－－x璽互－－－x正－－－．－■竃互三

　　　　牧水の文学的偉業をしのぶ…

　　　　　　一第9回牧水ケ丘まつり一

遡　　若山牧水の出身母校である坪谷小学校では、毎年11月の第

　1土曜日に牧水ケ丘まつりが開かれています一

　　第1部の歌碑祭りでは、校庭の一角に建立されている歌碑

　に児童の代表とPTA会長による献酒、献花が行なわれ、そ

　の後全校児童64名による歌碑朗詠が行なわれました．

　　第2部では会場を体育館に移し短歌入選発表とその朗詠が

L讐1縢黙鰭1騨

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〉総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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η
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甑
費蹴る巴と撃．

　　　東郷町野

わ瀞
　
墓
｝
●

㌻
畠
罵
9
　
　
，

ノ
8
置
ρ

　
　
　
「

　
　
占露．吹

レノー乞〉ノr

∴．1」

「

鐙嘱（
オ泌

馬・
『

　
●

、

り

清
春

さ
ん
（
5
5
歳
）

　
昭
和
三
十
三
年
に
ふ
る
さ
と
東
郷

町
を
は
な
れ
、
現
在
延
岡
市
に
奥
さ

ん
と
息
子
さ
ん
の
三
人
で
暮
ら
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
二
十
五
歳
か
ら
市
内
の
タ
ク
シ
ー

乗
務
員
と
し
て
務
め
ら
れ
、
今
年
で

ち
ょ
う
ど
三
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

o
出
身
地

　
田
野
　
蕨
野

。
生
年
月
日

　
昭
和
十
四
年
十
一
月
五
日

。
現
在
の
住
所

　
延
岡
市
沖
田
町

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
中
野
孝
さ
ん

★
☆

み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し

卒
業
記
念
に
植
え
た
セ
ン
ダ
ン
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

自
然
生
か
し
た
人
情
の
面

　
私
達
の
小
学
校
入
学
は
昭
和
二
十

】
年
、
終
戦
後
の
入
学
。
カ
バ
ン
も

ク
ツ
も
カ
サ
も
何
ん
に
も
な
い
時
代
。

私
に
は
兄
貴
よ
り
木
製
の
カ
バ
ン
を

作
っ
て
も
ら
い
、
他
の
人
達
は
ふ
ろ

し
き
を
肩
か
ら
な
な
め
に
む
す
ん
だ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
し
た
く
で
学
校
に

通
っ
た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
あ
る

日
、
中
学
校
卒
業
記
念
に
植
木
が
い

い
と
思
い
、
小
野
三
千
樹
君
、
谷
口

心
象
君
に
相
談
し
、
話
が
き
ま
っ
て

実
行
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
田
野
と
白
浜
の
間
に
人
道
が
あ
っ

て
、
よ
く
こ
の
白
浜
に
夏
に
な
る
と

ハ
コ
メ
ガ
ネ
と
チ
ョ
ン
掛
を
用
意
し

母
か
ら
ニ
ギ
リ
飯
を
作
っ
て
も
ら
い
、

ク
シ
ロ
メ
や
あ
ゆ
掛
に
行
っ
た
も
の

で
し
た
。
そ
の
頃
、
畑
の
中
に
私
の

目
に
留
っ
て
い
た
セ
ン
ダ
ン
の
木
が

あ
り
ま
し
て
、
こ
の
木
が
卒
業
記
念

に
良
い
と
思
っ
て
学
校
よ
り
そ
の
畑

ま
で
取
り
に
行
く
事
に
な
り
三
人
で

」
★

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　
天
然
自
然
人
情
豊
か
な
東
郷
町
、

ま
た
水
と
空
気
は
無
限
に
お
い
し
く

昔
の
良
さ
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま

す
。
自
然
を
生
か
し
て
、
東
郷
町
か

ら
県
内
外
へ
出
て
行
っ
た
人
達
は
数

多
い
事
で
し
よ
う
。
私
の
耳
に
も
入

や
っ
と
掘
り
お
こ
し
て
学
校
に
帰
り
、

今
の
中
学
校
東
側
に
植
え
た
も
の
で

し
た
。
も
う
あ
れ
か
ら
四
十
年
、
大

分
大
き
く
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
田

野
三
人
組
、
共
に
】
度
も
学
校
に
行

っ
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
っ
か
、

こ
の
セ
ン
ダ
ン
の
木
の
下
で
焼
酎
を

飲
み
な
が
ら
昔
話
し
た
花
を
咲
か
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
東
郷
中
学
校
東
側
に
植
え
た

　
　
セ
ン
ダ
ン
の
木
、
今
は
幹
回

　
ぐ
踊
m
程
に
も
な
っ
て
い
ま
す

／

診
，

つ
た
言
葉
で
す
が
、
も
う
一
度
ふ
る

さ
と
へ
帰
っ
て
子
供
の
頃
に
も
ど
っ

た
気
持
ち
で
畑
で
も
い
い
庭
で
も
い

い
、
花
や
植
木
と
共
に
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
こ
の
世
を
暮
せ
る
よ
う
な

ら
、
こ
ん
な
ふ
る
さ
と
に
出
来
た
ら

い
い
な
あ
と
思
う
。
老
人
問
題
・
人

口
流
出
い
ろ
ん
な
問
題
と
取
り
組
ん

で
い
る
東
郷
町
と
思
う
が
、
こ
れ
が

町
外
の
目
か
ら
見
た
自
分
の
気
持
ち

で
す
．
、

移
り
ゆ
く
時
の
流
れ
か
陵
か
し
き
ポ

　
ン
ポ
ン
船
も
姿
消
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
園
男

対
団
の
リ
レ
ー
に
距
離
を
ち
ぢ
め
ら

　
れ
ふ
り
向
け
る
孫
魔
物
思
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

碑
の
前
に
黙
し
て
き
き
ぬ
朗
詠
の
牧

　
水
の
歌
山
に
翻
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

老
い
ゆ
き
て
野
良
に
励
め
ず
春
彼
岸

　
植
え
し
瓢
箪
の
稔
り
を
待
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

「．

ﾂ
い
山
脈
一
流
る
る
真
昼
の
運
動
会
親

　
を
背
負
い
て
子
は
ひ
た
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

う
ら
若
く
逝
き
た
る
母
の
命
日
に
挙

　
式
の
通
知
孫
よ
り
届
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

ひ
と
つ
ひ
と
つ
落
穂
啄
む
白
鷺
の
刈

　
り
終
へ
し
田
の
夕
映
え
華
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

育
林
に
流
し
た
る
汗
百
年
の
国
の
宝

　
と
成
る
を
祈
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

五
十
年
の
平
和
に
馴
れ
し
か
特
攻
の

　
声
な
き
遺
品
我
を
い
ま
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

北
国
の
雪
の
た
よ
り
を
今
朝
も
聞
く

　
庭
に
り
ん
ど
う
の
花
芽
吹
き
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

ふ
る
さ
と
に
「
葉
桜
一
の
霊
守
り
た
る
浪

　
江
夫
人
の
目
白
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
向
き
を
変
ふ
れ
ば
田

　
の
畦
に
盆
れ
む
許
り
彼
岸
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

鳥
賊
釣
り
の
漁
火
も
遠
く
き
ら
め
き

　
て
函
館
の
夜
景
輝
き
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄
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☆★☆坪谷幼稚園☆★☆

舵μ1
遡　罐
　　騨

　　　　越表の
　山元香苗ちゃん5歳

父：山元文明さん　元

母：　　貢代さん
O好きなテレビ番組は何ですか？

　セーフームーン
O好きな食べ物は何ですか？

　メロン・いちご

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　幼稚園の先生

・
　
、

慰

蟹

▲題「かまきり」
▼題「かまきり」

　　　　坪谷の
　稲田大志くん16歳1

父：稲田富男さん

母：　友子さん
O好きなテレビ番組は何ですか？

　カクレンジャー
O好きな食べ物は何ですか？

　ミニトマト

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　おとうさんがやっている

　ミニトマト作り

ガ

駄℃
　
．
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験訓戯驚㎜、一
鶴噛舌題
ふるさとをうたった歌

　「哀愁の坪谷川」
　今町民に親しまれています

　坪谷の矢野宝蔵さん64歳は、

ふるさとの川坪谷lllをうたっ

た歌一哀愁の坪谷川、をカセ

・トテープにして10月に発表

しました．

　矢野さんはこどもの頃から
坪谷月1のせせらぎを聞いて育

ったといっ根っからの坪谷人

そして人以上の愛郷者でもあ

ります、そんな矢野さんが坪
谷川の環境保護を願う意味を

込めて作った詞が「哀愁の坪
谷月L．この歌は作曲が柳田光

義さん〔宮崎）、歌が山本秀子

さん（鶴野内）で、発売当時

から売れ行きの方も上々。

制作した500本に近々追加

も検討中だとか…。

　ふるさとを題材にして作ら

れた歌に今町民からたいへん
親しまれ歌われています。
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「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」

旅
行
記
互

教
去
目
天
女
口
貝
ム
ム

　
七
月
二
十
三
日
　
晴

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
滞
在
三
日
目

で
あ
る
。
ど
ん
よ
り
し
た
日
が
多
い

と
聞
い
て
い
た
の
に
晴
天
続
き
で
あ

る
。
午
後
に
な
っ
て
各
家
庭
で
】
夜

を
過
ご
し
た
子
供
達
が
集
合
し
て
き

た
。
気
疲
れ
し
て
い
る
の
か
元
気
が

な
い
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
都
合

で
午
後
か
ら
ダ
ブ
リ
ン
市
内
の
見
学

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
デ
ル
の
姉

夫
妻
が
市
内
を
案
内
し
て
く
れ
た
。

土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

町
の
賑
い
は
新
宿
の
よ
う
で
あ
る
。

首
都
と
し
て
は
、
百
万
人
と
い
う
か

ら
そ
う
大
き
く
な
い
の
で
あ
る
が
、

若
い
人
た
ち
が
多
い
の
に
驚
い
た
。

聞
い
て
み
る
と
多
く
は
地
方
か
ら
出

て
き
て
い
る
者
、
留
学
生
と
の
こ
と

で
あ
る
。
町
は
、
古
都
と
い
っ
た
感

じ
の
美
し
い
町
で
あ
る
。
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
一
世
が
建
て
た
と
い
う
歴
史

の
あ
る
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
大
学
で
は
、

将
来
の
留
学
を
夢
見
て
熱
心
に
見
学

し
て
い
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ポ
ン
ド

で
の
買
い
物
も
楽
し
ん
だ
。

　
夕
方
、
半
日
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん

だ
子
供
達
も
、
ま
た
各
家
庭
へ
と
戻

っ
て
行
っ
た
。
夜
、
私
た
ち
山
名
は

エ
デ
ル
の
姉
夫
妻
の
夕
食
会
に
招
か

れ
た
。
質
素
な
中
に
も
暖
か
い
夕
食

海
　
野
　
誓
　
生

会
で
、
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
て
友

情
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

極
・
鳥

；
一
類
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▲トリニティー大学構内にて
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戸
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▲市内見学を終えて公園にて休憩

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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よ
アど睦

⑮
糖
尿
病

　
　
　
　
に
つ
い
て
②

東
郷
町
立
病
院
副
院
長

　
内
科
押
　
川
　
克
　
久

　
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
の
量
が
足
り
な
い
と
か
、

そ
の
作
用
不
足
に
よ
っ
て
、
血
糖
の

高
い
状
態
が
続
く
病
気
で
す
。
糖
尿

病
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
血
糖
や
イ
ン
ス
リ
ン
と
は
何

か
、
そ
れ
ら
は
私
た
ち
の
体
の
中
で

ど
ん
な
働
き
を
し
て
い
る
の
か
、
と

い
っ
た
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う

ち
で
今
回
は
ま
ず
血
糖
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　
血
糖
と
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖

の
こ
と
で
、
私
た
ち
の
血
液
の
中
に

は
、
常
に
↓
定
レ
ベ
ル
の
ブ
ド
ウ
糖

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
食
事
を
す
る

と
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
濃
度
が

少
し
高
く
な
り
ま
す
が
、
食
後
二
時

間
た
つ
と
、
ま
た
一
定
の
レ
ベ
ル
に

戻
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
レ
ベ
ル
を
い
つ
も
＝
疋
に
保
つ

こ
と
は
、
人
間
が
物
事
を
考
え
た
り
、

運
動
し
た
り
、
生
活
を
し
て
い
く
う

え
で
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
血
糖
の
値
は
、
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
／

デ
シ
リ
ッ
ト
ル
（
㎎
／
齪
）
前
後
で

動
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
百
㎎
／

覗
と
い
う
の
は
、
百
醍
の
血
液
の
中

に
○
・
】
グ
ラ
ム
の
ブ
ド
ウ
糖
が
含

ま
れ
た
状
態
で
、
こ
れ
が
血
糖
の
正

常
レ
ベ
ル
で
す
。

　
正
常
な
人
の
場
合
、
ど
ん
な
に
ご

飯
や
お
菓
子
を
食
べ
て
も
、
血
糖
が

百
六
十
㎎
／
醍
以
上
に
上
が
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
常
に
正

常
レ
ベ
ル
を
保
つ
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
　
一
方
、

糖
尿
病
の
と
き
に
は
、
正
常
の
何
倍

に
も
、
例
え
ば
二
百
～
三
百
㎎
／
卍

に
た
や
す
く
上
が
り
ま
す
。
こ
の
違

い
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
や
作
用
の
程

度
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

糖
尿
病
で
は
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
十

分
に
働
か
な
い
た
め
に
、
血
糖
．
が
常

に
高
い
状
態
が
続
く
わ
け
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
は
血
糖
と

密
接
な
関
連
が

あ
り
ま
す
。
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表
紙
へ
牧
水
○
一
7
2
、
の
解
説

　
こ
の
歌
は
大
正
七
年
目
一
九
一
八

・
三
十
三
歳
）
の
初
冬
の
作
で
第
十

三
歌
集
『
く
ろ
土
』
に
収
め
て
あ
り

ま
す
。
前
号
で
も
記
し
ま
し
た
が
、

こ
の
頃
牧
水
の
家
族
は
東
京
の
巣
鴨

町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
歌
は

　
　
　
　
　
　
た

落
葉
を
集
め
て
焚
い
て
い
る
時
の
情

景
を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
牧
水
は
火

を
焚
く
こ
と
を
好
ん
だ
よ
う
で
す
。

随
筆
に
「
私
は
妙
に
火
を
焚
く
こ
と

が
好
き
で
あ
る
。
山
や
川
を
過
ぐ
る

様
な
旅
行
と
か
遠
足
と
か
で
、
昼
の

握
飯
を
た
ぶ
る
場
合
な
ど
、
何
は
お

い
て
も
、
ま
つ
火
を
焚
き
始
め
る
…
」

と
書
い
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
年
の
夏
に
は
二
人

渡
　
邊
　
邦
　
彦

の
子
供
が
伝
染
病
に
か
か
っ
て
か
な

り
の
重
態
と
な
り
、
牧
水
自
身
も
四

五
日
寝
込
み
、
そ
の
う
え
赤
ん
坊
（
次

女
真
木
子
）
も
ま
た
悪
く
な
る
と
い

う
具
合
で
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

は
大
変
な
状
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

牧
水
は
『
創
作
』
十
月
号
に
牧
水
短

冊
会
の
広
告
を
出
し
、
そ
の
文
中
に

「
短
冊
、
色
紙
を
わ
か
ち
、
米
塩
の

】
助
に
当
て
ん
と
す
。
」
と
記
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ご
り

り
、
ま
た
「
拙
を
天
下
に
曝
す
こ
と

苦
し
け
れ
ど
も
、
ま
た
詮
な
し
」
と

も
記
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
生
活
の

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
ち
な
み
に
、

　
燕
、

“
舞

短
冊
は
一
枚
二
円
、
色
紙
は
三
円
と

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
頃
の
歌
、
「
児
等
の
病
め
る
に
」

か
ら
二
首
抜
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

へ
病
む
児
等
に
昼
は
か
か
り
つ
夜
起

　
き
て
わ
れ
の
心
置
を
ね
ぼ
け
つ
つ

神
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
も
　
　
よ

へ
児
等
病
め
ば
昼
は
え
喰
は
ず
小
夜

　
更
け
て
ひ
そ
か
に
は
喰
ふ
こ
の
梨

　
の
実
を

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111ωまで〉



」
●
《
1

ご8鞘

平
成
7
年
用

　
宮
崎
県
民
手
帳

　
　
　
　
　
予
約
受
付
中

　　　　　お知らせ
〈　（インフォメーション）シ》〉

　
お
仕
事
や
日
常
生
活
に
役
立
つ
資

料
が
集
録
し
て
あ
り
、
贈
り
物
に
も

重
宝
で
す
．
．

　
大
型
版
・
小
型
版
と
も
に
内
容
は

同
じ
で
す
．
．
ぜ
ひ
、
県
民
手
帳
を
ご

愛
用
く
だ
さ
い
。

▽
サ
イ
ズ
　
大
型
版
（
臣
㎝
X
緻
㎝
）

　
　
　
　
小
型
版
（
騰
㎝
×
細
㎝
V

▽
価
格
い
ず
れ
も
姻
円

▽
申
し
込
み
先
　
各
組
合
長
ま
た
は

　
　
　
　
　
役
場
企
画
財
政
課
ま
で

▽
申
し
込
み
期
限
　
1
2
月
2
0
日
ま
で

人
権
相
談

「
特
設
相
談
所
」
を
開
設

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一

週
間
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
中
に
左
記
の
と
お
り
人
権
相

談
特
設
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の

で
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
こ
の
ほ
か

家
庭
内
の
問
題
・
登
記
・
金
銭
貸
借

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
人
権
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
．
、

▽
日
時
　
1
2
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
ま
で

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
室
）

▽
相
談
を
受
け
る
人

●
宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局
職
員

●
人
権
擁
護
委
員

　
　
黒
木
睦
實
（
寺
　
迫
）

　
　
伊
東
征
男
（
鶴
野
内
）

　
　
海
野
俊
男
（
越
　
表
）

東
臼
杵
地
区
新
有
権
者

意
見
発
表
会
出
場
者
募
集

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

七
年
一
月
に
開
催
さ
れ
る
東
臼
杵
地

区
新
有
権
者
意
見
発
表
会
で
意
見
発

表
を
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
出
場
資
格
は
平
成
七
年
一

月
に
成
人
式
を
迎
え
る
方
で
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
先
　
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
役
場
総
務
課
内
）

▽
申
込
み
期
限
　
1
2
月
5
日
（
月
）

▽
出
場
者
数
　
　
－
名

工
坂
不
燃
物
投
棄
場
の

開
放
に
つ
い
て

　
十
二
月
は
次
の
と
お
り
開
放
し
ま

す
。
年
末
の
大
掃
除
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

〇
十
二
月
十
八
日
（
日
）

〇
十
二
月
二
十
五
日
（
日
）

〇
十
二
月
三
十
日
（
金
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
～
1
6
時
置
で

固
定
資
産
の
届
け
を

　
　
お
忘
れ
な
く

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
】
日

現
在
で
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い

る
人
が
、
そ
の

固
定
資
産
の
価

格
を
も
と
に
算

定
さ
れ
る
税
額

を
そ
の
固
定
資

砥
罪

。綴

O

産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税

金
で
す
。
土
地
に
つ
い
て
は
登
記
簿

が
も
と
に
な
り
ま
す
が
、
台
帳
と
現

況
が
違
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
、
田
や
畑
が
荒
れ

て
山
林
、
原
野
に
な
っ
て
い
る
場
合

な
ど
は
、
届
け
を
し
な
い
と
高
い
税

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
台
帳
と
現
況
が
違
う

場
合
は
、
税
務
課
に
「
現
況
届
」
を

出
し
て
い
た
だ
く
と
、
現
況
に
よ
り
課

税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
家

屋
に
つ
い
て
も
、
取
り
壊
し
た
り
、
増

改
築
で
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
異
動

の
届
け
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
（
国
民

金
融
公
庫
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　
入
学
金
や
授
業
料
・
ア
パ
ー
ト
の

敷
金
、
家
賃
な
ど
の
入
学
時
や
在
学

中
に
必
要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る

公
的
制
度
と
し
て
、
国
民
金
融
公
庫

の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
限
度
額
　
百
五
十
万
円

▽
融
資
期
間
　
　
八
年
以
内
（
据
置

　
　
期
間
は
、
在
学
期
間
内
）

▽
返
済
方
法
　
元
利
均
等
毎
月
払

　
　
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
い
も
可
能
）

▽
利
　
　
率
　
年
譜
・
九
％

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
延
岡

　
支
店
又
は
東
郷
町
商
工
会
ま
で
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
国
　
金
　
0
9
8
2
⑳
6
3
1
1

　
商
工
会
　
　
　
　
　
⑲
2
0
7
5

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
2
月
2
0
日
目
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談
」

▽
日
時
　
1
2
月
2
1
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
八
期

　
※
納
税
は
十
二
月
二
十
六
日
ま
で

箸
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
1
1
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
迫
野
内
の
佐
藤
正
朝
さ
ん
か
ら

（
梅
作
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
福
二
の
川
越
美
枝
子
さ
ん
か
ら

（
和
夫
さ
ん
・
4
4
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
黒
木
強
さ
ん
か
ら

（
タ
ケ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
川
越
末
弘
さ
ん
か
ら

（
ヨ
シ
エ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
敏
夫
さ
ん
か
ら

（
サ
カ
さ
ん
・
9
8
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
岩
田
正
美
さ
ん
か
ら

（
マ
ル
ヱ
さ
ん
・
9
0
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
福
良
信
一
さ
ん
か
ら

二
二
三
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
去
）

一
、
．
．

●

出

（
十
月
届
出
分
）

生
お
め
で
と
う

清 岩 川 福 黒 佐 氏 死

（ （ （ 氏

結
橋 児 黒 岩 伊

赤
ち

水
田 越 良

木 藤 下寺 那田 黒海 口 玉 木 田 藤 や

マ ヨ
一

亡 婚 ん

清
ル
ヱ

シ
エ

三
一 タ

ケ
梅
作 名 ご

田原 須村 木野
お 翔

吏
生

里
美

雄
大 凌

罠
冥 尚俊 千考 陽憲 め 名

63

ﾎ

90

ﾎ

84

ﾎ

80

ﾎ

85

ﾎ

85

ﾎ
年
齢

福
を
祈
り

美幸 恵志 子明
名

で
ζ
つ
善
孝

幸
代

作
次
郎

賢
二

勲
羅
看

羽 福 福 小 迫 迫 住 ま 西 羽 坪 日 南 越 住 寺 羽 迫 福 八 住
野 野 野 す 郷 向 郷 野 重

坂 瀬 瀬 田 内 内 所 村 坂 谷 市 村 表 所 迫 坂 内 瀬 原 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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